
神戸市民の貯蓄生活について 彿一報)

操

ま え  が  き

昨年から好景気が続いているのと,物価も一応は安定し,街 ,国民の間に新

生活運動が展開されてから四年目をむかえた今日,家庭経済の実権を握る多く

の主婦は,衣食住の合理化,冠婚葬祭の簡素化,な どを目標に,消費生活にも

ようやくその動きを見せてはいるものの,どの程度に具体化されているか,叉

そこに反省すべき余地を残していないかを考えてみたくなった。

国家の財政にも「予備費」があるように,家庭経済の予算の中にもそれぞれ

目的はことなるとしても,さ さやかながら,家族の幸のために,予備費として

の「 目的貯蓄」を是非実行して行きたいものだ。それについて,いろいろな方

法が研究され,今後 も続けられるであろうが,その前に,現状を知ることが先

決問題と考え,私が最 も手近に調査 し得る,神戸市 (農村を除 く)を対象に選

んだのである。

I 調査の対象並び にその結果

1調 査 の 対 象

(a)神戸市内の各区,即ち,東灘区 (3校 )灘区 (3校)葺合区 (2校 )生田

区 (3校)兵庫区 (3校 )長田区 (2校 )須磨区 (2校 )垂水区 (3校)合

計21校の小学校を選んだ。垂水区の内 1校は農村である。

b)時期は昭和31年 6-7月 の間に調査票を配布回収した。
(C)次に示すアンケー トを求めた。内容が家庭内の経済にふれているので,無

記名とはいえ担任の先生に見せることを好まないので封書にして児童に持参

させた。(別表 1参照 )

2調 査 の 結 果

a 調査票配布に対する解答数
配布枚数

回答枚数

回 答 率

2,474カ史

1,976カ史

79.8フろ

( 37 )
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硼表1〕 財産の貯蓄叉は運転の実際についてのしらべ

この調査は家庭経済研究のためにさせて頂きます。勿論,無記名であり叉外部には絶対
もらしませんじ,従って税金にも全々関係いたしません。目的は純粋研究であり,家庭の
財産がどのような状態におかれているか4f正確に知りたいためですから何卒御協力下さい

ませ。
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5。 その他
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神戸市民の貯蓄生活について (第一報)

b 職業別回答数

業商 283本気 賃 金 生 活 者 93た女 無 58た無

俸 給 生 活 者工  鉱  業 ６９７

一

７．

職 業 不 明

農  林  業 31 自 由 業

そ の 他

c 各項目についての職業別調査集計表,次の如し。 (別表 2参照)
d 部分的に取 り上げてグラフにしてみると,貯金をしている人は全国,兵庫
県 ,の比較と大差なく殆んどが貯蓄している。 (第 1,2図参照)

〔第 1図〕
一

 してヽ)う
貯 金 の 状 態 (本申戸市)        ‐――‐‐‐ してりな`)

″高 ま ェ 輔 、瀑 、嗅よ
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鰤
”
鮮
‘年
‘。一
ユ
約一

30‐―

/θ―ロ

∂% :

:

]

預貯金の種類はグラフに示す如 く普通預金が好まれ,次が定期預金となって

いる。当座預金は商業を営む人に禾U用され,サ ラリーマンにはわずか 4.7%し

カチJ用 されていない。 (第 3図参照)

貯金の方法は 私の調査では天引で貯金をするという人が 78。 9%で圧倒的に
多いが,兵庫県,全国の比較グラフでみると半数を占めている。これは俸給生

活者の数が神戸市の場合 ,多 くなっているためであろう。 (第 4, 5図参照)

貯金額 と収入との割合は表に示す如 く1割位が多く,次に 5分位となってい

る。 (第 6図参照)

( 39 )



〔第2図〕 貯 金 の 状 態 (全国,兵庫県の比較)(11嚢賃曇晶暮
蓄増強
)

〔第 3図〕 預 貯 金 の 種 類

貯蓄の目的は「病気その他不時の災害に備えて」が 34。 2%で最 も多い。 兵
庫県でも30.8%, 全国は 30.6%で 大差はない。 次は「子供の教育費」が多
く,「生活改善のため」の貯金は 8。 8%で第 3位を占めているのは心 強 く思
う。

「納税のため」は商業生活者に多く,納税義務の責任を全 うさそうという心

構えがうかがえる。

「 レクリェーションのため」の貯蓄は 2。 5%で最 も少ないのは世相をよく物

語っている。 (第 7図参照)

貯金するために各家庭ではどのような工夫がなされているか。節約している

人が 56.1%で第 1位 ,臨時収入をまわす人は 21。 3%で 2位である。内職や副
業をして貯金に廻している人は割合に少ない。貯蓄増強中央委員会の調べもそ
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神戸市民の貯蓄生活について (第一報)
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の割合が殆んど同じである。この点をこれから大いに研究する余地があると思

う。 (第 8図参照)

貯金の出来ないわけとして,「余裕がない」と答えた人がほとんどである。
(第 9図参照)

個人的な貯蓄ではないが,お金の運用の方法としての生命保険に加入してい
る人は 70。 3%で多い。 ただしグラフに見る如く賃金生活者,無職の人は加入

←3、 3/)

キ 阜 蘇

人 公てく たう

鮨/.2。
/J)

`| 

で オ か
ギ
・
 _   す

13~2.々
0)

ハ  ロ

余 し こ れ ご゙
う

はス′φ,

( 41 )



〔第 6図〕 収入の何割を貯金しているか

〔第 7図〕 貯 金 の 目 的

〔第 8図〕 貯 金 す る た め の 工 夫
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神戸市民の貯蓄生活について (第一報 )

〔第 9図〕 貯 金 の 出 来 な い 理 由

していない方が多い。将来の生活設計まで考える余裕がないのであろう。

〔第10図〕 生 命 保 険 加 入 の 割 合
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くなく,71.3%の人が投資していない。これは安全性が少なく,景気の動き如
何で大切なお金が失なわれる恐れがあるからだろう。叉投資単位が割合に大き

いので給料生活者にはむりな場合がある。 (第11図参照)
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を持っている人は 28。 2%で ,その他, 土地叉は株券としての財産は,次の表
に示す如 く全職域の比較 と大差ない。

〔第12図〕 財 産 の 種 類
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神戸市民の貯蓄生活について (第一報)

〔第13図〕頼母子講 (無尽)に加入している割合       、
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と,他の銀行に比べてその数が割合に少ないためであろうか。これはもっと研

究してみないと,は っきりした結論は下されない。
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以上は貯蓄に関する調査であるが,予算生活の実行を容易にさせ,生活の合

理化を計る上に大切な, 家計簿記入の状態を調べてみると52。 4%が記入して

いる。 47。 5%は記入していない。 グラフに示す如く,商業,俸給生活者,自
由業,その他はつけている人が多く,他の職域はつけていない人の方が多くな

っている。殊に収入の季節的変動のある,農林業,漁業がつけていないのが目

立っている。これは兵庫県 ,及び全国平均にもあらわれている。

〔第15図〕 家 計 簿 記 入 状 態
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f21 どんな種類の預貯金かには, 普通預金を好む人が 30。 4%で一番多く,次
は定期預金,積立預金の順になっている。

t31 貯金の方法として天引で貯金するのと,残ったら貯金するのと, どちらが

良いか,の答えは圧倒的に,天引貯金が良いと,い っている。即ち,78.9%
と21。 1%の率である。

④ 収入のどの位を天引貯金しているか。 1割位が42.5%で 1位で,5分位
が 31。 8%で 2位:である。 次は 2割位 15。 2%, 1割 5分位:が 10。 5%と なっ
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神戸市民の貯蓄生活について (第一報)

(5)貯金はどういう目的でしているか。病気その他不時の災害に備えてが34。 2

%,次 は子供の教育費の 29。 3%,ず っとへって, 納税のため 8。 8%,つ づ
いて結婚の資金に 7。 6%,最 も少ないのがレクリェーションのために 2。 5%
になっている。時節柄であろう。

6)貯蓄するためにどのような工夫をしているか。節約している人が最 も多く
56。 1%で , 臨時収入を貯蓄に廻している人は 21。 3%で割合に開きがある。
内職や副業をしてまで貯蓄しようという人は案外,少ない。

171 貯金の出来ないわけとして, 余裕がないの一語につきるほど 86。 8%の人
がいっている。今の収入では貯金の無理なことである。

C)生命保険に加入している人は 70。 3%が割合に多く, 29。 6%の人が加入し
ていない。そのうち賃金生活者,無職の人が加入していない人が多い。

(9)株式その他の有価証券に投資している人は, 28。 6%で少なく, 70。 3%の
人がしていない。これは安全性の点から, よほど信用のあるものでないと意  

・

外な損失を招 くことがあるからであろう。

l101 財産の種類については,預金又は現金で, 持っている人が 31。 1%で,次
が家屋で 28。 2%,公社債,株券は 18.7%, 土地山林は 16.7%の割合にな
っている。

但J 頼母子講は庶民的な方法にもかかわらず,加入者の少ないのはなぜであろ
うか。信用問題か,形式の古さか,何か問題があると思 う。

に動 信託は,全然といってもよいほどに,禾 U用 されていない。理由として,信
託業に対する一般の人の理解が十分でないことがあげられる。

l131 家計簿をつけているか,ぃ ないか,に対する答は,つけている人の方が ,
つけていない人 より多いので,意を強くするわけであるが,その差がはなは

だ少ないので, 油断は出来ない。この点, 家計簿記入の大切さとか, その
形式の簡単になることを研究すれば,つける人がもっと多 くなってくると思
う。

あ と が き

以上は神戸市といっても,711市を中心にしての調査で,農村が殆んどはぶか
れているので,部分的なものである。この点は勿論,他のいろいろな点からみ
て, 不備なことが多いのは明らかであるが, この調査を一つの手がかりとし
て,更に農村への調査の,一段階 とし,叉照点を狭 くして,深 くはり下げ,今
後の家庭経済のあり方の一角を研究出来れば幸いと思う。

( 47 )



最後に,こ の調査にあたり, 御協力いただいた, 市内各区の小学校校長先

生,及び諸先生方,山手短大教授,竹内さく先生に深く感謝致します。

兵庫県及び全国の%は ,貯蓄増強中央委員会調査のものである。
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